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は， 自分でやり切った晴れ晴れとした4歳児の笑

顔と， 4歳児に教えることを投げ出さず丁寧に向き

合った5歳児の誇りに満ちた表情が響きあっている

ようで,思い出しても惚れ惚れする出来事であった．

このような教える行為を通して子どもたちは，何

を育てていくのか． どのような仲間との関係や保育

場面で，教える行為が生まれているかを実態から明

らかにしていきたいと考えた．

第1章問題と目的

第1節背景

昨今，教育や福祉の世界にも市場化と経済効率優

先が目立つようになり，競争的な風潮が入り込んで

きている． こうした状況が続くならば，仲間と力を

合わせたり，試行錯誤しながら主体的にモノやヒト

に働きかける経験，つまり主体的に関わる力，考え

る力の発揮が損なわれるのではないかと危’|具され

る．幼児期の遊びや生活を通して，子どもたちが伝

えたい，教えたいことが多数ある生活や遊び，人へ

の信頼や誇りの持てる経験や感動を，子どもの心に

どう残していくのか,我々おとなにも問われている．

筆者は，保育士時代， 6歳頃の教え導く姿に心揺

さぶられる体験をしたことがあった．それは以下の

ような内容である．

ある年の2月， 5歳児が自由遊びの場面で， 自分

たちが作った「折り紙コマ」を使って遊んでいた．

その姿を見た4歳児が，次々とコマを作ってほしい

と筆者に求めて来たが，筆者は作ることができない

と返答した．それを横で聞いていた5歳児から「教

えてあげる」という声があがり，急遼4， 5歳児

で「折り紙コマ」づくりに取り組むことにした. 1

時間近く経過して，多くの4歳児はなんとか出来上

がっていったが，障害をもった男児はそう簡単に折

れるようにはならず，複数の5歳児が障害のある4

歳児が自分で折れそうな部分を，根気強く教え励ま

していた．

彼らは，保育者に助けを求めることなく，最後の

1人が折れるようになるまで粘り強く教えていた．

4歳児・5歳児の「折り紙コマ」づくりの終わりに

第2節教える行為（教示行為）について

トマセロ (2013)は「教えるとは援助しようと

いう動機にもとづく利他的行動の一つであり，別の

個体が使用するための情報を贈与することです． ヒ

ト以外の数種でも，教えているらしきことが見られ

はしますが, （多くは「単一の行動を実子に対して」

に限られますし, ） ヒト以外の霊長類における積極

的な教授行動を，体系的に，実例を重ねて確認した

報告はありません」 (p.5) と指摘している．

こうしたヒト固有といわれる教示行為について，

木下・久保(2010)の研究がある．木下・久保は，

幼児期における教示行為について「他者の知識・技

能・規範性の向上を意図した教示行為」と「他者の

行為修正のための教示行為」とに区別し，前者は後

者に付加されていくと考えた(p.15). この研究の

結果について，木下(2015)は，総括的に次のよ

うに指摘している． 「1つ目が，教え手となる子ど

もが他児の誤った行為を指摘したり，教示を申し出

たりして，教示を開始することが圧倒的に多いとい

う事実である． 2つ目に教示内容としては，身体運

動活動（竹馬跳び箱など）や製作活動（折り紙な

ど）に関わるものが多く， いずれも身体や手の動か

し方といった，成人でも言語的に伝達しにくい技能
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であった． 3つ目は教示の意図に関して，全体に他

児の行為を正して課題を達成させることが目標にな

ることが多いが，年長児において，学習者の熟達を

意図した教示が観察されたことである」 (p.249).

一方赤木(2012)は，子どもの教示行為につい

て障害の有無についても視野に入れ検討をしてい

る．赤木によると,｢教示行為の起源」については，

定型発達児の場合, 1歳後半という早くから積極的

教示行為を示すことが示唆された．初期の教える行

為は，他者の知識や技能の向上を明確に意図した行

為とまでも呼べないもので結果的に教示となったも

のである． 同様に表面的には教示行為とはいえない

が，実際に教示行為として意味を持つような方法，

｢教えない教え方」が， 自他の心の理解との発達が

見られる小学4年生という時期から見られ始めると

している． そして自閉症などがある場合にも教示

行為とその発達が見られることを指摘した(pp.151-

159).

本研究では，以上のような先行研究を踏まえ， 4．

5歳混合クラスでの教示行為を観察し，木下・久保

の研究を追試する．その際冒頭であげた筆者の経験

から，教示行為と教える対象の年齢が教示行為の生

起に関係していると思われ教示行為場面を構成して

いる子どもの年齢に注目した． 同様に，保育園にお

ける設定保育場面と自由遊び場面での教示行為の生

起の仕方にも着目した．

なお,本研究の観察で注目する教示行為について，

木下・久保の定義をふまえ「他者の知識・技能・規

範性を修正・向上させる意図的な行為」とした．

なお本稿では教示行為を「教える行為」とする．

また教える子どもを「教え手」教えられる子どもを

｢学び手」とする．

し， 4歳児， 5歳児の発達的な変化にも着目して，

一人の人間として丸ごと捉えようと配慮した．

第2章研究方法

第1節対象児

観察の対象は愛知県A市内の私立B保育園4， 5

歳児混合クラスに在籍する22人であった．そのク

ラスの内訳は， 5歳児ll人(男児5人,内障害児2人，

女児6人)， 4歳児ll人（男児3人，女児8人， 内

障害児1人)，観察開始時の年齢は5歳児は平均5

歳6か月 （範囲：5歳2か月から6歳lか月） 4歳

児は平均4歳6か月 （範囲：4歳2か月から5歳l

か月）であった．観察期間は, 2021年の5月20日

から12月2日の約7か月間のうち1回目は5月20

日から6月15日の内のll日間2回目は6月16

日から12月2日の内の29日間であった． 1日あた

りおよそ3時間の観察を行った．教える子どもは4，

5歳児であるが，保育場面によって教えられる子ど

もには1歳児から3歳児の子どもが含まれた．

第2節観察手続き

観察は，午前の保育で実施し，その保育は自由遊

び場面と設定保育場面が含まれていた． 自由遊び場

面と設定保育場面（生活・当番を含む）は, B保育

園の室内・園庭・ホール・散歩先の公園等含めた室

内外を範囲とした．観察は, B保育園の職員でない

筆者による自然観察を基本とした．記録方法は，教

える子．教えられる子と一定の距離を保ち，子ども

に気づかれないように配盧し手持ちのビデオカメラ

で記録した．

「教える行為」の開始は，教える子や教えられる

子が相手の様子を気にし始めた時点，教える子が教

えようとしていた時点，教えられる子が教えてもら

おうとした時点とした． 「教える行為」の終了は，

教える行為が終了または中断した時点とした．観察

終了後，子ども同士で生じた教える行為の事例をビ

デオで確認し， 「教える行為」開始から終了までを

一つの単位として記述した↑)．

第3節目的

本研究の目的は， 4， 5歳児における教える行為

の実態を保育場面から明らかにしていくことであ

る． まず,教える行為を抽出し教える方法別に， 「誰

が契機となり，何をどのように教えているのか」と

いう観点から整理し，教える過程を具体的に検討し

た．次に4， 5歳児おける教える行為の実態につい

て,教える子と教えられる子の年齢の関係について，

また設定保育， 自由遊びという場面の違いについて

検討した．

以上の検討により，教える行為がどのように生じ

るのかを，明らかにしようとする．

本研究の教える行為の観察では，子どもたちの生

きている日常の生活や文化を子どもの文脈から想像

第3節倫理的配慮

該当保育園に事前訪問をして研究調査への許可を

得た上で，保護者，職員に向けて．文書にて協力の

同意を得た． 園長の承諾を得たうえで研究対象者で

ある保護者に資料配布し同意を得た．本稿記載にあ

たっては個人名は仮名表記とし，個人情報保護に配

慮した．そのためエピソードの表記はすべて仮名で
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容では，手続き的知識が73,宣言的知識が4，社会

的ルールが5で，手続き的知識の出現頻度が高かっ

た．

ある．

本研究は，立命館大学総合心理学部・人間科学研

究科における研究倫理審査委員会の了承（審査結果

番号2021-psy-15)を得て実施した．

l.2教える子からの契機と教える内容

4， 5歳児クラスの22人の子どもたちは，全員が

多様な場面で教えていたが,出現数の偏りが見られ，

それはやや5歳児で強い傾向にあった．教える子が

契機となっている59例中， 5歳児では多い子は一

人で7，少ない子は2， 4歳児では多い子は3，少な

い子ではlであった．

【エピソードl】は， いつも教えられることが多い

4歳児が教える側になった時，非常に生き生きとし

た姿が見られた内容である．

【エピソードl】プールでのとんねるくく”り

教え手マコ（4歳児5: l) スミ (4歳児4:5)

学び手：他4， 5歳児

ダウン症の4歳児のマコは，皆と一緒にあそぶ

プールが大好きで，水への抵抗もなく顔をつけたり

潜ったり自由自在にプールで遊んでいた． いつも友

達に遊んでもらったり教えてもらうことが多いが，

この時は， 自分が主体的に目の前にいる友達に「ト

ンネル<く”りをやろう ！ 」と手を伸ばすしぐさと片

言で提案していた． それに応えて4歳児のスミが，

マコと手をつないでトンネルを作ることができたの

で，マコは嬉しくて， 4， 5歳児の1人ひとりに「こ

こ－」と言って自分のトンネルをくぐることを教え

ていた．マコのその様子を見て，友だちが順番にト

ンネルの下を潜ると，潜った瞬間に，手をつないで

いるスミと一緒に1人ひとりを捕まえにいくことを

繰り返し楽しんでいた． わくわくしながらトンネル

を作り，捕まえる時の， はち切れそうなマコの笑顔

が見られた．

第4節分析方法

本研究では，教える行為として抽出されたエピ

ソードは82であった．エピソード82の内，注目し

た12のエピソードについては，第1節の「教える

行為の契機」でl～2， 「動作主体の教える方法」

で3～6， 「言語主体の教える方法」で7～10,第

2節の「自由遊び場面」で11～12,「設定保育場面」

で13を紹介していく．分析の観点は以下の二つで

ある．

第一は，先行研究と同様に， 「誰が契機となり何

をいかに教えているのか」を分析する．本研究では

4， 5歳児混合クラスでの分析となる． 「誰が契機と

なる」については，教える子ども （教え手）から教

えようとしているのか,教えられる子ども(学び手）

から教えてほしいと言っているか，保育者が教える

子に頼んでいるのか3つに分類した．

「何を教えているのか」については，木下・久保

(2010)を参考にして3つに分類（宣言的知識手

続き的知識，社会的ルール） した2)． 「いかに教え

ているのか」について， まず動作主体か言語主体か

という観点で大きく2つに区分し， さらに教える方

法の特徴から8つに分類した． これについて教える

子ども （教え手）の年齢に注目して4歳児5歳児

を対比し，エピソードの出現回数を表記し， また教

える過程を具体的に検討した．

第二は，教える行為の出現場面と子ども同士の関

係に着目し教える行為が多様な場面で， どのように

生起しているかを分析する．上記82のエピソード

について，教える行為が生起した場面（設定保育・

自由遊び)，教える子と教えられる子の年齢的な関

係を整理し検討した．

l.3教えられる子からの契機と教える内容

学び手が契機となり教える行為が始まっているエ

ピソードは82の内16あった． 「どうやるの？」「教

えて？」と声をかけて始まっていくことが多い．例

えば子ども主体で行われた「お化け屋敷」では， 5

歳児が，受付の役割がわからず不安になり， 同じ受

付の5歳児に尋ね，教えてもらえたことによって自

信をもって役割を果たすことができた．困っている

時に「おしえて」と言えるような帰属集団の性質も

教える行為に影響を与えるように思われる．

第3章結果

第1節誰が契機となり何をいかに教えているか

－エピソードの検討一

1 教える行為の契機と内容

l.1 全体的特徴

教える行為の契機を教え手・学び手ごとに分類し

た結果，教え手が59,学び手が16,保育者が7で，

教え手が契機の場合が圧倒的に多かった．教える内

l.4保育者からの契機と教える内容

保育者が契機となっている事例は7あった．保育
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Tablel 教える方法別にみた「教え手」年齢別教示行為数

23111'E千1黍0

教える方法
７
’
３

(33）

13」言語乖1丞0

教える方法
○
一
・
４

(35）
一

お互いが目的を共有しながら，その目的を実現する

ための一つの手段として教える行為が生起している

ことがうかがわれた．

者が意図的に教える行為を引き出し教え手となる子

どもに学び手を励ますなどの経験を広げようと声を

かけている時もあった．

【エピソード2】は，保育者が頼んで， 5歳児が4

歳児に教える内容である．

【エピソード2】絞り染め

教え手カイ(5歳児6:0) 学び手ユイ(4歳児4:7)

5歳児のカイは教え始める際に， 4歳児のユイの

注意を自分に向けさせるために目の前に布を持って

いって「まず……，いい？」と声をかけていた．ユ

イのTシャツの中に，ビー玉を入れたのを見せ「こ

ういうふうに輪ゴムを交差して入れたら， こういう

ふうにします．そしてビー玉を入れたらゴムを持っ

てきて,もう1回･･･…8回やったらビー玉を入れる」

と教え，手つきも保育者の動かし方を真似て大げさ

に動かして見せている．気持ちがそれていきそうに

なるユイに，再度注意を向けさせようと「ユイ ！こ

こ」と注意を払っている様子がうかがえる． 自分の

ゴムの巻き方を見せて確認し最後は自分でできるよ

うにしていた．ユイは,カイに教えてもらうことが，

嬉しかったようで出来上がると「カイ君に教えても

らった」と保育者に伝えている．

2教える方法について

2.l 全体的特徴

観察された教える行為を教える方法別・年齢別に

整理したものがTablelである．

教える行為で用いられた「動作主体」「言語主体」

という2つの教える方法の分類では，年齢別であま

り大きな違いはなかった．

「動作主体の教える方法」では， 4歳児・5歳児で

見られるが,「動作主体の教える方法｣の下位分類｢実

演して見守る」は5歳児のみでみられ， 「実演して

できるように支える」も5歳児に多い傾向にあった．

「言語主体の教える方法」は，技や遊びのルール

説明の時，提案したり順序立てた説明をしている．

｢相手のやり方を否定して指図する」は4歳児・5

歳児同数である． 「提案」は4歳児・5歳児にみら

れるが， 「順序だてた説明をする」や「やる気にな

るよう励ます」は5歳児にのみに見られた．

2.2動作主体の教える方法

Tablelの「動作主体の教える方法」はさらに3

つに分類された．下位分類1つ目の「実演して簡単

な言語的説明をする」は，教える方法の中でも出現

頻度が高く出ていた．教え方の内容では， 当初は課

題達成を意図して教えるが， うまくいかず最後は代

l.5 まとめ（教える行為の契機と内容）

教える行為の契機は，教える子が契機になってい

るのが圧倒的に多かった． また教える内容は「手続

き的知識」にかかわる内容の出現頻度が高く，宣言

的知識や社会的ルールは,ほとんど見られなかった．
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内 訳 4歳児

実演して簡単な言語的説明をする

実演して見守る

実演してできるように支える

(小計）

4

0

1

(5)

｢～したらいい」と提案する

順序立てた説明をする

相手のやり方を否定して指図する

質問に答える

やる気になるように励ます

(小計）

4

0

4

I

0

(9)

14



行するというものも4歳児1, 5歳児3含まれてい

る． また，最初は教える子から始まるが，途中から

教える子と教えられる子が交互に確かめ合っている

内容も3あった. lつ目は, 5歳児同士が， 高い竹

馬のはじめの一歩を自分で乗れる方法について相互

に確かめていく内容， 2つ目は5歳児同士の鍵あけ

を教えあう内容， 3つ目は4歳児同士が， 2人の座っ

た椅子の高さが違うことに気づき， 自分たちの背丈

を比べたり椅子の高さを比較したりと事実に即して

振り返り教えあう内容であった．

【エピソード3】 と 【エピソード4】は, Table

lの「実演して簡単な言語的説明をする」教え方で

ある． どちらも自由遊び場面で，学び手から「教え

て」と言われて開始している．

【エピソード3】折り紙「百面相」

教え手レイ(4歳児4:8） 学び手ユイ(4歳児4:7）

4歳児のレイは，折り紙の本を見本にして百面相

を作っていた．その横でいつも一緒にいる仲良しの

4歳児ユイが， 「どうやるの？」と急かしている．

レイは， 「やり方教えてあげる， ちょっと待って，

説明しとかないと…これはまずは半分折って開いた

らこれやって…この時はこれ半分に折るってわけ

だ」と自分に言い聞かせるように，つぶやきながら

教えている． （中略） 自分の折り紙を折って見せな

がら説明しているのだが，徐々に余裕のない説明に

なっている．レイは,「できなくても大丈夫,ぐちゃっ

てなってもいいから…自分でやらないと， 自分のに

ならないよ」と言う．ユイを励まして上手く折れる

ように教えたいが，相手にわかりやすく教える見通

しが持てなくなり最後は， 自分の折ったものを渡し

ていたが悔しそうな表情であった．

仲良しのユイの期待に応えようと自分を励まし繰

り返し調整しようとしている姿が健気であった．

【エピソード4】折り紙「紫陽花づくり」

教え手ナナ(5歳児5:8） 学び手モエ(4歳児4:6）

4歳児モエは，折り紙の紫陽花を作っている．花

を開くところでつまずいて「ねえ～どうやるの」と

同じ紫陽花を作っている5歳児ナナに尋ねる． ナナ

は自分の折り紙の手を止めて「まずこうしたら，

こうやって」「ここを， そ一つと開いたまま．．…･」

と， モエの折り紙に一緒に手を添えて教える． 「あ

と3回寝たらママの誕生日だもん」と4歳児のモエ

はつぶやく．その後もナナは，モエを気にかけて，

｢反対向きになっているよ」と花が開かないほうか

ら折っているモエに， さりげなく声をかけるが，モ

エは夢中で折っていて気づいていない． ナナは「ま

ちがえたら別にいいんだよ」と，つぶやきながら自

分の花を折り続ける． しばらくして， モエは花が開

かないことに気づき困ってナナに折り紙を見せる．

ナナは， わかっていたので，すぐ教え始める．片方

だけ折り方を見せながら折ってやり 「反対側はやっ

てごらん｣とモエが作れるように支えを入れていた．

そのあとも自分もよく間違えた箇所に注意を向けさ

せ「ここが，ぴりっとなってないほうに， こうやっ

ておるの」と間違えそうなところを折る前に声をか

ける． モエもナナの言われたように注意深く折り始

めた． 出来上がるとモエは気持ちを込めて「ナナっ

てすごいな～」と声を上げた．

5歳児のナナヘの信頼を育んだエピソードとなっ

た．相手のペースに応じた柔軟で間接的な教え方を

していた．

Tablel「動作主体の教える方法」の下位分類2

つ目は「実演して見守る」教え方で5歳児のみ生起

している．主に身体運動活動や製作的活動の中で確

認されている． 【エピソード5】は， 5歳児同士の

内容である．

【エピソード5】竹馬

教え手カナ(5歳児5:7） 学び手リク(5歳児6:0)

運動会間際になって， ようやくやる気になってき

た5歳児リクは， 園庭で繰り返し練習を始めた． ま

だ足が痛いと靴を履いていたり，一度つまずくと，

どこかに走っていこうとするが， この日は, 1人で

練習を始めようとしていた． リクの傍で， さりげな

く声をかけている5歳児カナの姿があった．教える

意図はあるようで「同じ高さでやってあげようか」

と自分の竹馬の高さを下げて， さりげなく隣で実演

していた． しかし， カナはリクが自分の力で達成し

ていくことが必要であることも理解していて直接的

介入を避けて最後までそっと見守っていた． 1, 2

歩出たときには一緒に喜んでいた．

筆者が,カナに,どうして教えるのかを聞いたら，

｢うちも，できなかったらいやだなと思うから」と

話してくれた

Tablel「動作主体の教える方法」の下位分類3

つ目の「実演してできるように支える」教え方は，

主に小さい子との関係の中で確認されている．子ど

も夏まつりの店番を任された場面では， 「～したい

の？」と思いを尋ねたり，一緒に持たせてあげたり

とできることを探りながら優しく支えていた．小さ

い子の意図を汲み取り同じ目線で真筆に向き合う姿

が感じられる教え方をしていた．

【エピソード6】の｢実演してできるように支える」

教え方は， 5歳児が風船つりを教える前に， 2歳児
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の興味関心に合わせて柔軟に意図を汲みとり教え導

く内容である．

【エピソード6】風船つり

教え手カイ （5歳児6: 1) 学び手2歳児ダイ

子ども夏祭りには，いくつかのお店屋さんがある

が，風船つりのお店に， お客さんとしてやってき

た2歳児のダイは， プールの中の風船を見て， にっ

こりしながら「ちっちゃい！ 」と言って触って喜ん

でいる．その様子を見た5歳児のカイは「ちっちゃ

いね～」と声をかける． いつもより優しいまなざし

で腰をかがめて2歳児と目線を合わせている． カイ

は， さっそく他のプールの中も見まわして， もっと

小さい風船を探しに行く．前のより小さいのを見つ

けたカイは， 「一番ちっちゃいで－す」と教えてい

る．するとダイは目が輝き，小さい風船を触って嬉

しそうである． ダイは， しばらくして今度は大きい

のを見つけ「おおきい！ 」と触って喜んでいる． カ

イは再び一番大きいのを他のプールから探して来て

｢でっかいね～｣と大きいのを教えて見せてあげる．

風船つりを教える前に，大きい小さいに感動してい

る2歳児に合わせて一番小さい風船と一番大きいの

を探してきて2歳児を楽しませていた． カイの共感

的な気づかいが感じられた

小さい子の目の高さまで姿勢を低くして，眼差し

は柔らかく優しく感じられた．片言で話す言葉やし

ぐさ，表情から気持ちを察して接している姿があっ

た．

ように教えていた.リクは照れ臭そうに拭いていた．

サトはとても心配しており傷の対応に絆創膏を貼る

ことが必要であると思い教えていた．

小さな怪我で，保育者も5歳児本人も洗っておけ

ば大丈夫と思っているが， 4歳児のサトは5歳児の

怪我を気遣い心配して教えている．

「言語主体の教える方法」の下位分類2つ目の「順

序立てた説明をする」教え方は， 5歳児のみに出現

していた． 内容は，製作や技，ゲームのルール説明

を教える時に確認されている．

【エピソード8】は普段あまり一緒に遊んでいない

4人でトランプケームをしていた時に見られた「順

序立てた説明をする」姿である．

【エピソード8】 トランプ

教え手カイ(5歳児6:2） 学び手サオリ(5歳児5:5)，

援助者ゲン （5歳児6:3),見学ミナ（4歳児5:3）

「入れて｣と後から入ってきたサオリは,リンに｢ど

うやってやるんだつけ」と聞いた．早速カイは,「ま

ず, 10まで並べて5が出たら5の順番に並べて, 1

が出たらlの順番に並べる」と言葉で説明し開始し

ていくが,サオリは,よくわかっていない様子であっ

た．それで,カイは再び「僕が説明するわ,最初！ 」

と言いトランプを， もう一度並べて見せながら教え

ていった． そこでは， カードを裏返しl～10まで

の位置を決めて10枚並べたあと，手札を1枚ずつ

取って5が出たら5の位置に置いていた．そのあと

5の位置に元から裏返してあったカードをめくって

その番号の位置に移動させた．早く1～10まで並

べたほうが勝ちのようであった． 手札から, llか

ら13までのカードが出たら捨てる場所に置いてい

た． このような遊びのやり方を見せながら「い－

い？」と相手の反応を見て確認しながら繰り返し教

えていた．その傍で,泳ぎをカイに教えたケンも｢そ

うそう， こうするの」 「だからね」と，途中から参

与しカイの説明を繰り返すように援助していた．傍

で最初からずっと見ていた4歳児のミナも5歳児の

やるのを繰り返し見ているうちに，やりたくなった

ようで途中から入れてもらっていた．

カイは，サオリにわかるようにサオリの理解に応

じて教え方を多面的に変えていったので，サオリも

ルールが理解でき一緒に遊ぶことができた．

2.3言語主体の教える方法

Tablelの「言語主体の教える方法」は5つに分

類された．下位分類1つ目の「『～したらいい』 と

提案する」教え方は，相手を尊重して提案するよう

な教え方をしている． けんかの仲裁や遊びの提案な

ど4歳児・5歳児共に，生活や遊びの中でよく出現

している教え方である．

【エピソード7】は4歳児が5歳児の怪我を気遣い

怪我の対応について提案している内容である．

【エピソード7】怪我の対応

教え手サト(4歳児5:0） 学び手リク(5歳児6:3）

4歳児のサトは， 5歳児のリクが足の指を怪我し

て出血しているのを見つけた保育者に怪我のこと

を伝えながら， 「テープ貼ったほうがいいよ！ 」と

心配している． 5歳児リクは， もうすでに自分で足

の指を水洗いして血は止まっていたが，少ししか拭

いていなかったので，サトは， 5歳児のリクの傷口

を見て「もっとちゃんと拭いたほうがいいじゃない

…濡れているとテープ貼れないから…」と提案する

「言語主体の教える方法」の下位分類の3つ目は

｢相手のやり方を否定して指図する｣教え方である．

この教え方は， 4歳児， 5歳児同数であった．生活

規範等で確認された．

【エピソード9】は， 「相手のやり方を否定して指図
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する」教え方で， 4歳児が2歳児に指図する内容で

あった．

【エピソード9】蝶の捕りかた

教え手ミキ（4歳児4：8） 学び手2歳児

2歳児の男児が，蝶が飛んできたのが嬉しくて暫

く興奮して追いかけていた． それを見たミキは， 2

歳児に向かっていきなり大声で，何度も名前を呼ん

で動きを止めようとした.2歳児が振り返った時に，

ミキは強い口調で勢いよく続けた「追いかけると

逃げるから，怖くて，だからさ， ちょっと止まつと

けば， どこかに止まるから！ 」一息ついてまた続け

た｢すっと捕れるから止まっておいたほうがいいよ，

止まったら， そっと見に行けばいいよ」 「こうやっ

て止まっておけば逃げないから大丈夫だよ」と一気

に話した後，柵を持つのを見せて教え諭した． 2歳

児は， ミキの勢いに驚いたようで，すぐ止まったが

笑顔がなくなり，静かに蝶を目で追っていた．

このエピソードは，他者の行為修正のための教示

行為であるが， 2歳児の蝶をずっと追いかけていた

いという意図までは読み取れず，蝶の捕りかたを正

しく伝えて蝶を採れるようにしてあげたいという4

歳児のミキの思いが教える行為に反映された．

「言語主体の教える方法」の下位分類4つ目は「質

問に答える」教え方である． ほぼ5歳児に出現して

いる．役割あそびのルール説明や園庭の虫探しや図

鑑の中に出てくる虫の名前や特徴を答えて教えるな

どの宣言的知識が主な内容であった．

「言語主体の教える方法」の下位分類5つ目は「や

る気になるように励ます」教え方である．エピソー

ド数は， 5歳児の子どものみに生起していた． やる

気になるように言語で励まし動機を高めるように教

える方法で5歳児のみ，竹馬の取り組みで出現して

いた．

【エピソード10】は5歳児同士の「やる気になるよ

うに励ます」教え方である．

【エピソード10】竹馬

教え手カナ(5歳児5:10) 学び手ハナ(5歳児5:5))

ハナは，毎日， 自由な時間に竹馬を一生懸命練習

している． しかしまだ竹馬を続けて乗れない．ハナ

は， カナより体が大きく全身の力が入るため，竹馬

を支えているカナは，顔を真っ赤にして汗だくにな

り，足を運ぶ練習をしていた． 「ハナちゃん1自分

でできてるじゃん」と言いながら重心が前に行くよ

うに教えている．ハナには，やる気があり， わき目

もふらず練習していた． しばらくして手応えを感じ

たカナが「あともう少しだよ」「曲がれた！ 」 「わ－

すごいじゃん」「ちょっと手を離していい？」と所々

で励まし始めた． 「ハナー人で，できそうだから…

最初手伝ってあげるから自分でやってみる？」とハ

ナに尋ねながら少しずつ手を放していった．

ハナは， 5歳児の中でも月齢が一番下で運動は得

意ではなく， クラスの仲間たちが「ハナは，乗りた

いけど無理なところがある，でもハナは，頑張って

いた」と教えてくれた． クラスの仲間たちが次々に

声をかけハナの“だんだん変化”していく様子や頑

張る姿を見ながら「前よりうまくなった」と変化を

捉えハナの姿に応じてと励まし教えていた．

2.4 まとめ（教える方法について）

5歳児のみに見られたものは，動作主体の教える

方法である「実演して見守る」と言語主体の教える

方法である「順序だてた説明をする」と「やる気に

なるよう励ます」であった． 5歳児のみに見られる

教え方の特徴としては，教えられる子を主体にした

間接的な教え方をする内容が含まれていた． 「実演

してできるように支える」や「質問に答える」も5

歳児に多い傾向にあった． 「相手のやり方を否定し

て指図する」のは4歳児・5歳児同数である．

第2節教える行為は多様な場面でどのように引

きだされているか－エピソードの検討一

l 全体的特徴

第2節では，教える行為がどのような活動場面で

生起するか，教える子と教えられる子の年齢的な関

係に注目して検討する(Table2, Table3参照). な

お観察園では， 4．5歳児混合クラスだが3歳児ま

での小さい子との交流は，観察時期がコロナ感染拡

大期と重なっており通常の異年齢交流より短くなっ

ている．

自由遊び場面の小さい子との関係は，土曜日と混

合保育での2～3歳児との交流のみとなり，設定保

育場面での小さい子との関係は，可能な場面が夏祭

り （0～3歳児） と， おばけやしき （2～3歳児）

だけとなった． 4歳児， 5歳児それぞれが3歳児以

下， 4歳児， 5歳児に教えている出現数を示した．

設定保育と自由遊びの場面別に見た場合，教える

行為の生起数は， 「自由あそび場面」35， 「設定保育

場面」47とでほぼ同数である．

ただし，教える子と教えられる子の年齢別に見る

と， 自由遊び場面では， 同じ年齢同士が大半を占め

ている（4歳児12例中8例, 5歳児23例中13例）

のに対し，設定保育場面では4歳児ではそもそも教

える行為がほとんど見られないのに対し， 5歳児で
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Table2 自由遊び場面における｢教え手｣｢学び手」

の年齢別教示行為の出現数

たいという強い動機があるために，取り組む姿勢が

真剣である．ゲンは, 1回ごとに教えた後相手が

折るのを見て次の段階に進み， まず自分の折り方を

見せて「そうそう」と相槌を打って教えていた． ノ

ブも一回ごとに「こう？」「どうなってるの？」と

聞いてから手を動かしていた．ゲンは「ちがう， こ

う ！ 」と折り方を見せるとノブは「こう？」と自分

の折ったのを再び見せて確認をする．ケンの実演と

説明する言葉を聞き逃さないようについていってい

る．教えるほうも教えられるほうも真剣であった．

出来上がると早速，紙飛行機を2人で嬉しそうに飛

ばしていた．

ノブが仲良しのゲンと一緒に紙飛行機を飛ばした

いという強い思いから苦手な紙を折る活動へとつな

がっていった． このゲンとノブの2人は， どちらか

の登園時間が遅い時には,元気がない時もあったが，

運動会以後は友達関係が少しずつ広がり，他児と関

わっている時間も増えていった．

【エピソード12】は， 自由遊び場面での4歳児同士

のあやとりを教える内容である．

【エピソード12) 4歳児あやとり

教え手スミ(4歳児4:4） 学び手ユイ(4歳児4:9）

4歳児のユイとスミは,傍であやとりをしていた．

ユイが， スミと同じものが作りたいのか「どうする

の？」と覗きながら真似をしようと試行錯誤してい

る． スミは， 自分の作っているのを見せて，ユイの

あやとりに，指をかけてあげながら教え始めた． ス

ミ 「まずこうやってやるね，そして赤ちゃん指入れ

るの，反対向き，反対向き， もう一回こっち」ユイ

｢こう？」スミ 「そう， そしたらこうやるの」ユイ

が上手くいかないところは， スミが， あやとりを手

にとって自分でやりながら直してやっている． うま

くいかなくても，スミは,「もう一回やってみようか」

と最初から繰り返しやり直しているが，非常に楽し

げに教えている．偶然できたときの2人の喜びは大

きかった．

スミは4歳児の中では一番下で，いつも皆から教

えられることが多いが， この日は，ユイが傍に来て

頼られたことにより，非常に生き生きと繰り返し教

えていた． 目的を達成するというよりも共有してい

るプロセスが楽しそうにも見えた．

｜
計
一
吃
一
路
一
弱
一

(教え手：4歳児11人, 5歳児11人）

Table3設定保育場面におけるる「教え手」 「学

び手」の年齢別教示行為の出現数

4扇

引
例
Ⅲ
『
．
■
‐
刎
口

(教え手：4歳児ll人, 5歳児11人）

は自由遊びと大きな違いはなく同一年齢内でも4歳

児に対してもほぼ同じように生起していた．

2 自由遊び場面

自由遊び場面は，子どもそれぞれが，その日の遊

びを自ら見つけて遊んでいく場面である．

【エピソードll】はTable2の自由遊びの場面での

5歳児同士の教える行為である．気持ちの通じ合う

仲良し2人組の関係を心の支えにして，動機を高め

る姿が見られた．

【エピソードll】紙飛行機づくり

教え手ケン（5歳児6:4） 学び手ノブ（5歳児5：

ll)

5歳児のゲンとノブは仲良しで，興味関心も似て

いて日常的に，それぞれの得意なことを教えあって

いる．虫のことや怪獣のことなどでは，すぐ話が盛

り上がっていて毎日楽しそうである．お互いが心の

支えになっている様子である．得意な虫のことは，

2人ともよく知っていて他児にも認められている．

どちらかが，取り組んでいる活動は， 自分も同じよ

うに取り組んでみたいという動機につながっている

ようである． ノブは，前からゲンの作るよく飛ぶ紙

飛行機が， うらやましくて教えてもらえることに

なった． ノブは，ゲンの説明を真剣に聞きながら手

を動かしていた． ノブは，手先は器用でないのが見

て取れるが，紙飛行機を一緒にゲンと作って飛ばし

3 設定保育場面

設定保育場面は,朝の集まりから設定保育,食事，

午睡の場面である．設定保育場面では，保育者が計

画的に子どもたちに経験させたいことや学んでほし

いことを導入する．
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【エピソード13】は，設定保育場面での5歳児同士

での教える行為の内容である． プール遊びの盛り上

がりの中で生起していた．

【エピソード13】プールでの顔つけ

教え手ケン(5歳児6:2） 学び手カイ(5歳児6:l)

プールの中で遊んでいる友だちの姿を見て， リン

も水面に顔つけができるようになりたいという気持

ちが高まっていた．何度も顔を水面に近づけながら

水を振り払っている． カイは， ちょうど隣で自在に

水に潜って遊んでいるゲンに話しかけていたゲン

は,「まず息を止め,次は目をつむるか開けてもいい，

慣れたら目をあく，次は潜る」とわかりやすい順序

立てた説明をした． リンは，その声かけに，早速挑

戦し始める．息を止めて目をつむっているが，顔は

少し水面につけることができたことにより，その後

も繰り返し挑戦していた．その日のうちに自分なり

に手応えを感じていたようであった．その後もゲン

のように目を開けて潜れるようになりたいと，顔付

けを繰り返し練習し水への抵抗が徐々になくなって

いった．次の日,担任の保育者に｢潜れるようになっ

たんだね」と言われると， カイは， 「ゲンに教えて

もらった， まだ，ゲンみたいに目は開けれないけど

ね」と言っていたが，ケンも「自分が教えたらカイ

ができるようになった」と保育者に伝え嬉しそうに

していた．

プールで教えてもらった後， あまり一緒に遊ばな

かった2人の関係が近づいたようで， 自由遊び場面

のトランプ事例では， カイが教えるところヘゲンが

参加し,援助しながら一緒に教える姿が見られたり，

鬼ごっこでは， カイがゲンに教える行為が生起して

いた．

第4章考察

第1節教える行為の契機と内容

本研究においては，教える行為の多くは教え手が

契機となっていて,木下･久保(2010)の研究では，

年中児（4歳児)，年長児I･n (5歳児),年齢別

クラスの観察を行った結果,教える契機については，

｢どの年齢であっても，他者から要請や依頼を受け

る前に，何らかの情報を伝えたり， 「教えてあげよ

うか』と申し出る場合が圧倒的に多かった」 (p.7)

という指摘と一致していた．その結果からも幼児期

の“教えたい” という動機が重要であるといえる．

木下・久保（前出）は，教える内容について「大

きくは，身体運動活動（プール遊び，跳び箱側転

など)，製作的活動（折り紙工作三つ編みなど)，

ケーム（トランプ， なぞなぞなど）や仕事（そうじ

や当番活動）に関する方法や手順が教示内容となっ

ていた」 (pp.7-8) としている．本研究においても

身体運動活動（竹馬てんぐ下駄,プール遊びなど）

製作的活動（折り紙，絞り染め，泥団子など)，ケー

ム（トランプ，すごろく）仕事（当番活動）ごっこ

遊びなどのに関する方法や手順が教える内容になっ

ていて，先行研究同様に手続き的知識の出現頻度が

高くなっていた．

第2節教える方法について

本研究では， 「実演」での教え方は4歳児に多く

生起している一方，実演しても間接的な教え方をし

ているのは5歳児に多く生起していた． 「実演して

見守る｣は5歳児のみに生起していた． また｢言語」

主体での教え方は4， 5歳児いずれにも多く生起し

ているが， 「順序立てた説明」と「やる気になるよ

うに励ます」教え方は5歳児のみに生起していると

いう結果であった．

教える方法について，木下・久保（前出）は，年

長児において学び手の熟達を意図した教示が観察さ

れたとし， 「教え方の発達的変化を振り返ってみる

と，年中児に比べ年長児（特に，就学前の年長児Ⅱ

において）は教え方に質的な変化があった．一つに

は，最初から学習者を手助けするのではなく，相手

のペースに応じて，できるだけ学習者を主体にした

教え方が可能になりつつあった」 (p.15) と指摘し

ている．

本研究においても後述のように， 5歳児（5歳4

か月から6歳6か月）の5つのエピソードは，学び

4 まとめ

教える行為は，教え手と学び手が同一年齢で多く

生起するが， 5歳児では4歳児に対する教える行為

も多く， この点は4歳児との違いであった． ただ，

4． 5歳混合クラスなので， 日常的にも， 同じ生活

場面にいることにより， 5歳児が4歳児の困ってい

る様子を見て教えたり，遊びを教える様子が多く見

られるものと思われる．一方，設定保育場面と自由

保育場面では，教える行為の生起に大きな違いが見

られた．教える行為の生起が4歳児では自由遊びに

集中しているのに対し， 5歳児ではむしろ設定保育

場面の方が顕著に増加していた． 4歳児に比べると

5歳児はどのような場面でも教える行為の生起がみ

られた．
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育てる力”を励ましていけることが大切であると思
われる．

以上のように本研究では教える行為の研究を4，

5歳児混合クラスで行ったが，教示行為の契機や内

容，方法は，おおむね木下・久保と同様の結果で，

クラス編成の違いに影響されないことが示唆された

手の熟達を意図し，学び手を主体にした教え方が芽

生えているのではないかと推察できる.具体的には，

エピソード2．4の「実演しながら言語的説明をす

る」では，支えを入れて教えた後その支えを外し

て独力で挑戦させるなど相手のペースに応じた柔軟

でより間接的な教え方が生起していた．エピソード

5の「実演して見守る」では，相手の技術の向上を

意図していて， あえて直接的な介入を避けて教えな

いようにしていたエピソード8の「順序だてた説

明をする」では，相手の理解度や出来具合を多面的

に探りながら自分の教え方を調整して相手にわかる

ように柔軟に教えていた．エピソード10の「やる

気になるように励ます」では，仲間の変化を捉え時

間軸の中で教えられる子の姿に応じて「前よりうま

くなった」と動機を高め自分で目的を達成できるよ

うな教え方をしていた． 「まずは」「それで」と言い

ながら始まりや途中で順序を明示し集中が途切れな

いように注目させる教え方も見られた．

木下(2015)は「学習者の技能を向上させるこ

とを意図した教えかたができるためには， 自分自身

が技能を学習して熟達してきたプロセスを内省でき

ることが不可欠であると考えられる」と述べてい

る(p.249).技に挑戦する中での教えあいは，その

励ましや技術を自分が経験したことや友だちから教

えてもらったことを振り返りつつ友だちに教えてい

る．徐々に上達していくプロセスを振り返り，竹馬

にどうして乗れたのかという技術的な認識を，子ど

もが言語化できるような丁寧な指導も必要ではない

かと思われる．

4歳児においては，教えられる子の技能向上の意

図するところまではいかない直接的な提案や説明が

多く見られた． しかし，エピソード3 （折り紙）で

は，教える子が， 「自分でやらないと， 自分のにな

らないよ」と伝えていて， 自分でやれるように教え

たいとは思っているが説明が及ばないため試行錯誤

しながら自分をはげましていた．エピソード7 （怪

我）では5歳児への気遣いが感じられるが， ひとり

よがりにもなっている．エピソード9 （蝶の捕りか

た）では， 2歳児の意図が読みとれず，正論を一生

懸命教えようとする． このように， 4歳児期には，

5歳児のように相手の意図を十分に読み取るまでに

はいかず，理解が不十分な中で，憧れの5歳児のよ

うに，期待に応えたいと健気に頑張る姿がある． こ

のように試行錯誤するプロセスを内省し5歳後半の

多面的な力を獲得していく中で，教えられる子が納

得できるような教え方に少しずつ変化していくので

はないかと考える．そのためにも4歳児の“自分を

第3節教える行為が生起する場面や年齢

本研究では，教える行為がどのような活動場面で

生起するか，教える子と教えられる子の年齢的な関

係に着目して検討した．活動場面を2つに分けて分

析すると，設定保育場面と自由保育場面で，教える

行為の生起に大きな違いが見られた．教える行為の

生起が4歳児では自由遊びに集中しているのに対

し， 5歳児では設定保育場面の方が増加をし， 4歳

児に比べると5歳児はどのような場面でも教える行

為の生起が見られた．教える行為に限定した場合，

設定保育場面が4歳児に抑制的に作用しているとも

考えられる． しかし， 5歳児はどのような場面でも

教える行為の生起が見られるのに比べ， 4歳児では

そもそも教える行為がほとんど見られないのはなぜ

か， という疑問も生じる．

もちろん保育の在り方,保育者の指導内容によっ

て影響を受けているとも考えられるが， 4歳児・5

歳児にとって「自由遊び場面」と「設定保育場面」

の意味が違っているとも考えられる．

もう一度活動場面を振り返ると，基本的に自由遊

び場面は，子どもそれぞれが，その日の遊びを自ら

見つけて遊んでいく場面であり，設定保育場面は，

保育者が計画的に子どもたちに経験させてたいこと

や学んでほしいことを導入していく場面である． 自

由遊び場面での4歳児の教える行為は， 同年齢での

2人組の親密な関係を拠り所にしていたり，好きな

遊びでつながるグループの中で出現している． また

3歳児との混合保育の場面でも4歳児が積極的に教

えている． 自由遊びの場面では， どの場面でも主体

的に目的をもってやってみたい遊びや面白そうな内

容に自ら参加していて教える行為が出現している．

いつも教えられることが多い4歳児も教える側に

なった時は生き生きした姿を見せる場面もある．教

え方は，相手の意図が十分に読み取れず理解が不十

分な中で， 5歳児のように頑張ろうとするが，直接

的な教え方が多く見られている．

それでは5歳児はどうだろうか．特に5歳児後半

になると,様々な角度から工夫をし思いを巡らせて，

遊びなどを自分たちで創造的に作り出していく力も

備わってくる．理解しあったり協力することもでき
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るようになることから話し合い活動をしながら取り

組みを考えたり創造していくことも増える．設定保

育場面においても，みんなで目標に向かって力を合

わせる運動会,お化け屋敷,子ども夏祭りなどでは，

教える行為の出現が6～12と （他の取り組みでは

l～3）高く生起している． 目標に向かって長期に

取り組んだ仲間と共にとりくむ竹馬も子ども自身が

主体的に教える力を発揮できる場面となっていた．

運動会の後も自由遊びの場面では毎日のように5歳

児全員でつながって遊ぶ「お化け屋敷ごっこ」へと

展開している．

設定保育場面においては，行事や集団での取り組

みが活動内容に含まれてくるが， こうした取り組み

でも5歳児は，主体的に目的を実現し教える力を発

揮していく中で，教える行為も出現していく．未熟

さや揺れる姿を抱え頑張ろうとする4歳児において

は，設定保育場面が自由遊び場面と同じようにはい

かず，特に新しい活動内容や場面で主体的に目的に

向かうためには， 4歳児には配盧がいるのかもしれ

ない．

このように，教える行為は，主体的能動的な行為

であり，すでにみたように教える行為は，お互いが

目的を共有しながら， その目的を実現するための一

つの手段として教える行為が生起していると考えら

れる．

つことは,同時に自分自身を教え,自励心も育てる．

このような教える行為は，幼児期後半に芽生えてく

る発達の力を子ども自身がさらに育ていくのではな

いかと思われる．

今回の観察は， 4．5歳児混合クラスで実施した．

その意味で，年齢別クラス編成での姿と同一に論じ

ることはできないかもしれない． ただ， 4．5歳児

混合クラスでは4歳児も5歳児も同じ保育であり，

経験する保育場面,とりわけ設定保育は共通である．

その共通の経験のなかで，設定保育場面において教

える行為の生起が4歳児と5歳児で大きく異なって

いた．設定保育場面は4歳児の教える行為に対して

は抑制的であったこれは，保育者（あるいは保育

者の提起する設定の内容） と子どもとの関係が4歳

児と5歳児で異なっているのではないか， とも考え

られた本研究では， 4歳児の5歳児の設定の保育

場面の質の違いまでは検討できなかったが興味深い

事実として今後の検討する課題としたい．

また教える行為に注目すれば， 自由遊び場面では

4歳児も5歳児と同様に教える行為が生起しており，

保育における自由遊びの意味が示唆された．

あらためて，今回の観察を終えて人間固有の「子

どもが教えること」の意味について考えることがで

きた幼児期に教えあい，励ましあい，だんだん変

化していく仲間や自分の成長を実感し， 自らを励ま

し変えていこうとする経験を幼児期に培っていくこ

とは，かけがえのない自分の値打ちや憧れ，仲間へ

の信頼を心に育てていくことであり， これから先，

大きくなっていく自分を支えていく力にもつながっ

ていくのではないかと思われる．

（かわかみすが）

第4節本研究の意味と今後の課題

本研究における5歳後半以降に見られる子どもた

ちの教示を見ていると，その場面だけで終わらずに

次につながっていくエピソードも観察できた．子ど

も同士，共に作り上げる取り組みのプロセスでは，

励ましや気遣い支えることも増え，お互いの信頼が

芽生えることもある，仲間に繰り返し教えてもらっ

てようやく竹馬に乗れるようになった女児は， 自分

の経験もあり，今度は教える側に替わって「私も乗

れたから乗れるよ」と， まだ乗れない仲間を励まし

ていた． また,やりたい目的を達成するために,ずっ

とつきあって励ましてくれる友だちの姿が，信頼や

憧れにつながっていく姿もあった． また，小さい人

に対して真筆にまっすぐ向き合う姿も多く見られた．

田中(1988)は5, 6歳の教える力について「自

分にわかっていることを相手にもわかるように教え

る（中略）それはまた，他の人を教えるだけでなく

それを通じて自分自身を教える．できるまでやり直

し，工夫し，粘り強く達成しようとする」 (p.35)

と述べている．

他者に向けての支えや励ましなどの教える力が育
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注

1）行事等（子ども夏祭り）で広い範囲で，同時

に起こる教える行為の観察においては，教える

行為全体の7割くらいのビデオ記録しか抽出で

きなかった．

2） 「『宣言的知識』は事物や事象に関する知識
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で，それが事実であるかどうかという判断が可

能なもの． 『手続き的知識』は言語的な知識な
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もの． 『社会的ルール』は保育園での集団生活
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できていない仲間に教えるものである」（木下・

久保2010).
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